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日本唯一
気象神社

氷川神社
公式HP

気象神社
公式HP

令
和
七
年

気
象
祭(

気
象
神
社
例
大
祭)

斎
行

奉
祝
・
気
象
神
社
建
立
八
十
一
周
年

６
月
１
日(

日)

気
象
祭(

気
象
神
社
例
大
祭)

を
斎
行
し
ま
し

た
。
毎
年
６
月
１
日
は
気
象
庁
に
よ
っ
て
「
気
象
記
念
日
」
と

定
め
ら
れ
て
ま
す
。
一
八
七
五
年(

明
治
８
年)

６
月
１
日
に
東

京
赤
坂
葵
町
に
日
本
初
の
気
象
台
で
あ
る
東
京
気
象
台(

現
在

の
気
象
庁)

が
設
置
さ
れ
、
東
京
で
気
象
と
地
震
観
測
が
開
始

さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
「
気
象
記
念
日
」
が
制
定
さ
れ
ま
し

た
。高

円
寺
氷
川
神
社
の
末
社
の
気
象
神
社
で
は
毎
年
こ
の
「
気

象
記
念
日
」
に
合
わ
せ
て
気
象
祭(

気
象
神
社
例
大
祭)

を
斎
行

し
て
お
り
ま
す
。
御
祭
神
で
あ
る
八
意
思
兼
命(

や
ご
こ
ろ
お

も
い
か
ね
の
み
こ
と)

様
に
神
恩
感
謝
の
心
を
ご
奉
告
す
る
大

切
な
神
事
で
す
。

こ
の
令
和
７
年
は
気
象
神
社
が
旧
陸
軍
気
象
部
に
建
立
さ
れ

て
８
１
周
年
の
年
に
あ
た
り
ま
し
た
。

神
事
後
は
参
加
者
で
８
色
の
風
船
を
高
円
寺
の
空
に
飛
ば
し
、

そ
の
後
は
直
会
も
斎
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
氏
子
総
代

の
皆
様
、
各
商
店
会
、
氏
子
青
年
会
の
皆
様
、
ま
た
日
本
を
代

表
す
る
気
象
予
報
士
の
饒
村
曜
さ
ん
、
森
朗
さ
ん
、
夢
☆
カ

フ
ェ
関
係
者
一
同
、
日
本
気
象
協
会
の
皆
様
、
気
象
神
社
に
気

象
観
測
器
Ｐ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｋ
Ａ
を
提
供
し
て
戴
い
た
明
星
電
気
㈱
の

皆
様
、
気
象
神
社
関
係
者
に
ご
参
列
戴
き
ま
し
た
。

前
日
は
関
東
地
方
を
通
過
し
た
低
気
圧
の
影
響
で
東
京
は
大

雨
と
な
り
ま
し
た
が
、
気
象
祭
当
日
は
朝
か
ら
太
陽
が
顔
を
出

し
、
気
象
祭
開
始
時
刻
に
は
快
晴
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
の
ご

協
力
も
あ
り
、
無
事
に
気
象
祭
を
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

参加者全員でお天気への祈りを込めた風船を飛ばしました
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ろう

令 和 ７ 年 気 象 祭 の 様 子

氏
子
総
代
責
任
役
員

渡
辺
忠
司

氏
子
総
代
責
任
役
員

大
河
原
章
雄

氏
子
総
代
責
任
役
員

田
中
寬

氏
子
総
代

三
上
忠
彦

劇
場
創
造
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

東
京
高
円
寺
阿
波
お
ど
り
振
興
協
会

東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
高
円
寺
駅

㈱
ノ
グ
チ
不
動
産

㈱
き
ら
ぼ
し
銀
行
高
円
寺
支
店

明
星
電
気
㈱

㈲
え
ん
じ
不
動
産

氷
川
神
社
神
幸
祭
委
員
長

由
井
営
太
郎

高
円
寺
北
一
丁
目
町
会

高
円
寺
北
庚
申
文
化
会

高
円
寺
南
氷
川
町
会

高
円
寺
南
五
丁
目
町
会

高
円
寺
パ
ル
商
盛
会

エ
ト
ア
ー
ル
通
り
商
店
会

亀
屋
精
肉
店

一
般
財
団
法
人

日
本
気
象
協
会

東
京
高
円
寺
大
道
芸
振
興
協
会

㈱
ウ
ェ
ザ
ー
マ
ッ
プ

森
朗

さ
ぬ
き
や

近
藤
康
浩

饒
村
曜

し
ず
く

佐
野
純
太

(

同)

小
さ
な
天
気
の
会
社

代
表

中
島
俊
夫

半
井
小
絵

花
桃
カ
フ
ェ

亘
亜
矢
子

村
田
光
一
郎

氷
川
神
社
氏
子
青
年
会

吉
川
和
男

㈱
コ
ニ
シ
ス
テ
ム

小
西
雅

津
村
書
店

内
山
健
二
郎
・
真
李

紺
谷
尚
昌

(

敬
称
略
・
順
不
同)

気象祭 奉納者 御芳名

気
象
祭
記
念
コ
ー
ス
タ
ー

気象予報士の森朗さんに
乾杯のご挨拶をいただきました

日曜日ということもあり、境内は終日
多くの参拝者で賑わいました

風船ご奉納
㈱コニシステムより気象祭用風船200
枚(個)のご奉納賜り、参加者全員で高
円寺の空に飛ばしました。
㈱コニシステム
兵庫県芦屋市茶屋之町3-2-3 3F
TEL0797-38-5245

８色の風船をご奉納賜りました

気象神社のミケさん
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～夏越の大祓～

６
月
３
０
日(

月)

１
５
時
よ
り
氷
川
神
社
に

て
夏
越(

な
ご
し)

の
大
祓
の
神
事
を
執
り
行
い

ま
す
。

大
祓
と
は
人
が
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
犯

し
た
諸
々
の
罪
や
過
ち
、
心
身
の
穢
れ
を
祓
い

清
め
る
も
の
で
す
。
大
祓
の
「
大
」
は
「
公
」

と
い
う
意
味
が
あ
り
、
個
人
だ
け
の
も
の
で
は

な
く
、
日
本
国
中
の
穢
れ
を
払
う
と
い
う
意
味

が
あ
り
ま
す
。

大
祓
に
は
「
夏
越
の
大
祓(

な
ご
し
の
お
お
は

ら
え)

と
「
年
越
の
大
祓(

と
し
こ
し
の
お
お
は

ら
え)

」
が
あ
り
ま
す
。
夏
越
の
大
祓
は
毎
年
六

月
に
、
年
越
の
大
祓
は
毎
年
十
二
月
に
執
り
行

わ
れ
ま
す
。
例
年
は
氏
子
総
代
、
神
社
関
係
者
、

氏
子
地
域
の
方
々
な
ど
多
く
の
方
に
お
越
し
戴

い
て
ま
す
。
半
年
の
穢
れ
を
き
れ
い
に
お
と
し

て
年
末
ま
で
の
半
年
間
を
過
ご
し
て
戴
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
拝
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

～大祓にご参加
できない方へ～

人形(ひとがた)を社務所にて配布し
ております。大祓当日(正午まで受
付)にお持ち戴ければ、大祓の神事で
御祈念を申し上げます。
人形に「住所・氏名・年齢(数え
歳)・生年月日」をご記入した後、人
形で身体を撫でて息を吹きかけてか
ら神社にお持ちください。

※現在、人型の色は白
のみとなります

人
形
を
神
社
で

配
布
し
て
ま
す

第
６
３
回
気
象
予
報
士
試
験

合
格
者
お
祝
い
会

４
月
５
日(

土) 

第
６
３
回
気
象
予
報
士
試
験
合
格
者
お
祝
い
会
を
気
象
神

社
で
開
催
し
ま
し
た
。
気
象
神
社
で
は
夢
☆
カ
フ
ェ
主
催
の
気
象
予
報
士
試

験
の
通
学
講
座
を
開
講
し
て
い
ま
す
が
、
第
６
３
回
気
象
予
報
士
試
験(

令

和
７
年
１
月)

で
、
多
く
の
合
格
者
を
送
り
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
合

格
率
が
４
％
と
超
難
関
の
試
験
で
す
が
、
受
講
生
の
努
力
と
頑
張
り
を
気
象

神
社
の
神
様
も
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
合
格
者
の
こ
れ

か
ら
の
ご
活
躍
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

気象神社境内で合格お祝い会
を開催することができました

気
象
神
社(

大
雨
大
雪
回
避
祈
願)

中日本高速道路㈱東京支社

６
月
４
日(

水)

中
日
本
高
速

道
路
㈱
東
京
支
社

保
全
・
サ
ー

ビ
ス
事
業
務
の
皆
様
が
御
来
臨

さ
れ
ま
し
た
。

祈
祷
で
は
「
東
京
都
・
神
奈

川
県
・
静
岡
県
・
山
梨
県
・
長

野
県
・
愛
知
県
内
に
お
け
る
大

雨
、
大
雪
回
避
の
祈
願
を
斎
行

さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

日
本
の
高
速
道
路
の
大
動
脈

で
あ
る
東
名
高
速
道
、
新
東
名

高
速
道
路
、
中
央
自
動
車
道
を

は
じ
め
、
管
轄
す
る
全
て
の
高

速
道
路
を
通
行
す
る
自
動
車
な

ど
の
安
全
、
道
路
工
事
の
安
全

を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

日本を代表する大型高速道路
である東名高速道路
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氏
子
地
域
の
盆
栽
屋

ラ
ビ
ア

デ
ッ
ソ
様
が
毎
月
盆
栽
を
神
社
に

届
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。
素
敵
な

盆
栽
を
毎
月
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

◆
ご
祈
祷
の
ご
案
内

【氷川神社】
・梅雨空の三つ巴
・てるてる君(青)とかえるさん

 【気象神社】
・鮮やかな虹
・てるてるちゃん(赤)とかえるさん
※公式サイトに過去の御朱印を
掲載してますので、ご覧ください。

今
月
の
盆
栽

編
集
後
記

生命の言葉(令和七年六月)

今
月
の
御
朱
印

氷
川
神
社
で
は
各
種
祈
祷
を
承
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
神
社
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

ま
た
気
象
神
社
で
は
晴
天
祈
願
を
は

じ
め
と
す
る
各
種
祈
願
を
承
っ
て
お
り

ま
す
。(

会
社
、
法
人
、
団
体
様
の
み
が

対
象
と
な
り
ま
す)

今月の花手水

いのち

家
路
の
行
き
帰
り
、
そ
の
都
度
、
大
地

を
踏
み
し
め
て
生
活
す
る
も
の
と
し
て

大
地
の
神
様
の
恵
み
を
忘
れ
て
は
決
し

て
な
ら
な
い

ひ
か
わ
２
３
１
号
を
お
送
り
し

ま
し
た
。
い
よ
い
よ
イ
ン
ド
洋
か

ら
南
西
風
に
伴
う
暖
湿
空
気
が
日

本
に
流
入
す
る
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
大
量
の
水
蒸
気
が
入
り
、
大

雨
を
も
た
ら
す
こ
と
が
多
く
な
り
、

例
年
大
き
な
気
象
災
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
が
、
大
難
が
小
難
と
な

る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

気
象
祭
を
無
事
に
斎
行
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
は
気
象

神
社
建
立
八
十
一
周
年
の
年
で
し

た
。
先
人
が
積
み
上
げ
て
き
た
こ

と
を
大
切
に
し
つ
つ
、
新
た
に
挑

戦
す
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
日
々
地

道
に
活
動
し
て
い
き
ま
す

お
知
ら
せ

氷川神社 神幸祭
日時：令和７年８月２３日(土) (予定)

１０～１２時(予定)
巡幸路：高円寺駅南北広場ロータリー

各町会神酒所(予定)

担ぎ手募集
対象：原則、氏子地域にお住まい、仕事をされて

いる方、学んでいる方、前回担がれた方(応相談)
連絡先：
氷川神社・紺谷大進
03-3314-4147
Email：kontani.daishin@koenji-hikawa.com

令和６年神幸祭の様子
快晴のもと、本社神輿が高円寺氏子
地域を巡幸しました

令和７年６月の御朱印

気
象
祭
記
念

限
定
御
朱
印

気
象
神
社
建
立
８
１
周
年
を
記
念
し

て
限
定
御
朱
印
授
与
開
始
し
ま
し
た
。

授
与
期
間
は
６
月
１
日
～
３
０
日
で
す
。
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